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年６月２日から 2010 年７月 14 日にかけて，１，２年生の漢字についてテストを行った．A 児は水
















１年生の漢字習得率は，A 児が 81％，B 児が 98％であった．誤答は，書き順の間違い，線が一本
多くなってしまう等の字形の間違いの２種類が存在した．書き順間違いは A児が 16％，B児が２％，











対象児 正答数 書き順間違い 字形間違い
A 児 65 字（81％） 13 字（16％） ２字（３％）
B 児 75 字（98％） ５字（２％） ０字（０％）
対象児 正答数 書き順間違い 字形間違い 無答数
A児 103 字（64％） 16 字（10％） 29 字（18％） 11 字（７％）
B児 143 字（89％） 6 字（４％） 6字（4％） 5字（3％）
        
２.視覚記憶力
対象児が Reyの複雑テストによる検査をうけたところ，A児は，模写課題が 34点，即時再生課
題が 15 点，遅延再生課題が 15 点であった（表３）．B 児は，模写課題が 36 点，即時再生課題が
25 点，遅延再生課題が 23 点であった（表３）．A 児と B児の点数を比較すると、即時再生と遅延
再生において A児の点数が低いことが分かる。
模写[36] 即時再生[36] 遅延再生[36]
A 児 34 点 15 点 15 点
B児 36 点 25 点 23 点
表１ １年生の漢字 80 字のテスト結果
表２ ２年生の漢字 160 字のテスト結果










ることがあった．2008 年 11 月 17 日に薬物療法をおこなったモグラーズでは，正答率が 93.5％
（5.16SD），平均反応時間が 639，反応ばらつき 132.2，見逃しエラー0.5％，お手つきエラー6.1％，




図５ B A 児の構成力のテスト－
図５－C B 児の構成力のテスト












































































視覚記銘力 図形構成力 注意力 知能 読字能力 書字の継次処理能力
A児 － ＋ ＋ ＋ ＋ ＋




























































（2011年 10月７日受付，2011年 10月 17日受理）
意味-音韻
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文字表象-書
字運動の辞書
意味
音韻（単語）
文字表象の
たくわえ
筋運動文字
（１）と（２）は音韻ルート、（３）は意味ルート
図６ 書字のプロセス
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